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《
島
根
県
の
概
観
と
経
済
)
県
の
総
面
積
の
七
一

%
が
過
疎
指
定
地
域
。

古
来
よ
り
出
雲
を
中
心
に
豊
か
な
文
化
を
も
っ

て
き
た
島
根
県
は
、
自
然
条
件
が
整
い
、
農
林
水

産
業
を
中
心
と
し
て
自
給
自
足
の
自
然
経
済
で
成

り
立
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
以
降
、
高
度
経
済
成
長

政
策
に
よ
っ
て
産
業
の
中
心
が
農
林
業
か
ら
工
業

へ
移
り
、
地
理
的
制
約
も
あ
っ
て
、
第
二
次
・
第

三
次
産
業
の
進
展
が
他
県
に
比
べ
る
と
決
定
的
に

立
ち
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
農
山
村
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
流

出
が
著
し
く
な
り
、
現
在
、
県
の
総
面
積
の
七
一

%
が
過
疎
指
定
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
は
八

〇
万
人
を
割
り
、
鳥
取
県
に
つ
ぐ
人
口
の
少
な
い

県
と
な
っ
て
い
る
。

《
島
根
県
の
寺
院
の
状
況
)
百
・
百
五
十
・
二
百

・
二
百
五
十
回
忌
の
先
祖
供
養
を
行
う
風
習
。

寺
院
の
状
況
を
み
る
と
、
島
根
県
に
は
一
、
三
八

二
の
寺
院
が
あ
り
、
浄
土
系
と
禅
宗
系
で
全
体
の

八
割
を
占
め
、
日
蓮
系
は
八
四
力
寺
で
、
一
割
に

も
み
た
な
い

(
図
表
1
)
。

日
蓮
宗
の
寺
院
は
六
七
力
寺
で
、
『
日
蓮
宗
寺
院

図表1 島根県寺院宗派別比率

(単位:人)

横田町・大田市における人口の変化

昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 

欄間間 12,788 11,268 9,958 9,243 9,096 

大田市 47,211 42,322 38,192 37,449 38,026 

名
簿
』

に
よ
る
と
、
そ
の
中
の
五
九
力
寺
が
住
職

寺
で
、
代
務
寺
五
力
寺
、
無
住
職
寺
院
が
三
力
寺

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
今
回
調
査
し
て
み
て
無

住
の
寺
院
が
二
二
力
寺
、
寺
院
名
の
み
で
、
廃
寺

同
然
の
寺
院
が
二
力
寺
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
全
体
の
四
割
強
が
後
継
者
難
を
訴
え
て
お

り
、
こ
の
問
題
も
深
刻
な
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
地
方
に
は
全
体
に
わ
た
っ
て
、
独
特
の
風

習
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
昔
の
地
主
と
小
作
と
の
地

縁
関
係
が
今
で
も
残
っ
て
い
て
、
村
に
一
人
い
る

か
い
な
い
か
の
大
地
主
(
昔
な
が
ら
の
名
士
で
あ

る
が
)

こ
れ
を
檀
さ
ん
(
檀
那
さ
ん
)
、
そ
の
妻
を

奥
さ
ん
と
呼
び
、
普
通
の
地
主
を
親
方
、
そ
の
妻

を
お
っ
か
さ
ん
、
小
作
人
を
お
っ
さ
ん
、
そ
の
妻

を
お
ば
さ
ん
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
習
わ
し
は
、

今
な
お
日
常
生
活
に
生
き
て
お
り
、
間
違
え
る
と

大
変
で
あ
る
。
葬
儀
・
法
事
・
戒
名
授
与
な
ど
も

た
と
え
そ
の
家
が
没
落
し
て
い
で
も
、
昔
な
が
ら

の
家
の
格
で
執
り
行
わ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
何

事
で
も
家
柄
を
重
ん
じ
、
今
日
で
も
百
・
百
五
十
・

二
百
・
二
百
五
十
回
忌
の
先
祖
供
養
が
な
さ
れ
る

風
習
が
残
っ
て
い
る
。
県
外
か
ら
入
寺
し
た
あ
る

住
職
は
、
馴
れ
る
の
に
一
〇
年
か
か
っ
だ
と
い
う
。

《
農
村
地
域
の
過
疎
と
寺
院
・
横
田
町
の
五
力
寺
)

挙
家
離
村
で
檀
家
が
減
少
、
寺
院
の
修
繕
の
費
用

も
住
職
が
出
す
。

仁
多
郡
横
田
町
は
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
山
林
原
野
が
総
面
積
の
八
四
%
を
占
め

農
耕
地
は
九
%
ほ
ど
の
、
冬
の
間
は
雪
の
多
い
地

域
で
あ
る
。
昔
か
ら
、
米
や
牛
を
産
出
す
る
農
業

を
基
幹
と
し
て
き
た
町
だ
が
、
現
在
で
は
専
業
農

家
は
著
し
く
減
少
し
、
兼
業
農
家
に
な
る
傾
向
に

あ
る
。
か
っ
て
は
鍍
製
鉄
や
算
盤
製
造
の
町
と
し

て
栄
え
て
き
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
生
産
も
減
少

ぎ
み
に
あ
る
と
い
う
。
現
在
で
は
縫
製
工
場
が
誘
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致
さ
れ
る
な
ど
、
第
二
次
産
業
が
の
び
て
い
る
。

人
口
は
、
現
在
で
は
九
千
八
台
に
定
着
し
て
い
る

が

(
図
表
2
)
、
若
年
層
の
流
出
に
よ
り
老
人
世
帯

が
残
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

こ
の
地
域
に
は
一
七
力
寺
の
寺
院
が
あ
り
、
日

蓮
宗
寺
院
は
五
力
寺
で
あ
る
。
五
力
寺
の
う
ち
四

力
寺
は
住
職
常
住
の
寺
院
で
、
一
力
寺
が
無
住
寺

院
。
檀
家
数
は
、
少
な
い
寺
院
で
二
十
敷
戸
、
多

い
寺
院
で
百
五
十
戸
で
あ
る
。

布
施
収
入
の
み
で
は
な
か
な
か
寺
院
の
護
持
は

難
し
く
、
住
職
か
住
職
夫
人
が
教
職
に
つ
い
た
り

内
職
を
し
た
り
、
年
金
を
受
け
な
が
ら
寺
院
を
護

持
し
、
寺
院
の
修
繕
の
費
用
も
住
職
個
人
の
お
金

で
ま
か
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

特
に
檀
家
数
の
少
な
い
寺
院
は
、
挙
家
離
村
で

檀
家
は
さ
ら
に
減
少
し
、
残
さ
れ
た
老
人
世
帯
の

檀
家
を
み
る
と
、
今
後
の
寺
院
維
持
の
大
変
さ
が

伺
わ
れ
る
。

横
田
町
の
日
蓮
宗
寺
院
の
状
況
を
み
る
と
、
町

の
人
口
の
動
態
が
い
ま
の
と
こ
ろ
は
定
着
す
る
傾

向
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
寺
院
も
後
継

者
難
に
悩
ん
で
お
り
、
今
後
の
見
通
し
は
憂
う
る

も
の
が
あ
る
。

《
銀
山
の
衰
退
に
よ
る
急
激
な
過
疎
と
寺
院
)
過

疎
地
と
な
り
寺
院
が
次
々
移
転
・
合
併
し
、
残
っ

荒廃した本堂の状況

た
寺
院
は
廃
寺
同
然
と
な
る
。

調
査
で
は
大
田
地
区
、
特
に
大
森
石
見
銀
山
を

中
心
に
回
っ
た
。

大
田
市
の
人
口
は
、
昭
和
三
五
年
に
は
約
四
万

七
千
人
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
五
年
に
は
四

万
人
を
割
っ
て
し
ま
い
、
現
在
は
横
ば
い
状
態
で

あ
る

(
図
表
2
)
。

農
村
部
は
過
疎
の
た
め
、
人
口
流
出
が
著
し
く

全
人
口
の
二
〇
%
強
は
、
大
田
市
街
地
に
集
中
し

て
い
る
。

大
田
市
の
全
寺
院
二
二
五
力
寺
の
う
ち
約
六
割

は
真
宗
寺
院
で
、
い
わ
ゆ
る

「
石
見
門
徒
」
と
呼

ば
れ
る
所
で
あ
る
。

か
つ
て
銀
山
で
栄
え
た
大
森
町
は
、
現
在
は
人

口
激
減
地
区
で
あ
る
。
石
見
銀
山
は
、
鎌
倉
時
代

末
期
に
発
見
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
人
口
二
〇
万

人
と
い
わ
れ
て
い
た
が
現
在
の
人
口
は
六
二
一
人

に
激
減
し
た
。

盛
ん
な
頃
に
は
、
銀
山
の
狭
い
区
域
に
九
〇
ヵ

寺
あ
ま
り
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、

町
の
衰
退
と
と
も
に
寺
院
の
移
転
合
併
が
行
わ
れ
、

現
在
は
一
四
力
寺
が
残
っ
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
寺

院
も
か
つ
て
は
八
力
寺
建
立
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
現
在
は
三
力
寺
と
な
っ
て
い
る
。

銀
山
が
裏
返
し
て
人
口
が
流
出
し
、
集
落
が
衰

退
す
る
。
地
域
社
会
の
変
動
に
よ
っ
て
寺
院
も
動

か
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
、
寺
院
の

移
転
、
合
併
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
残
っ
た
寺
院
は
今
、
廃
寺
同

然
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
。

現
在
銀
山
に
残
る
三
力
寺
の
う
ち
、
住
職
常
住

寺
は
一
力
寺
で
あ
る
。
そ
の
寺
院
は
明
治
の
始
め

頃
八
〇
戸
あ
っ
た
檀
家
が
今
は
二
〇
戸
と
な
り
、

寺
院
護
持
は
困
難
で
、
将
来
の
見
通
し
は
暗
い
。

他
は
、
檀
家
三
戸
の
無
住
の
代
務
寺
と
、
大
水
害

に
よ
り
土
砂
に
埋
ま
り
宝
塔
の
み
残
っ
て
い
る
寺

院
で
あ
る
。
銀
山
に
残
っ
た
寺
院
と
は
別
に
、
他

の
地
区
に
移
転
し
た
寺
院
が
四
力
寺
あ
る
。

県
内
に
移
転
し
た
あ
る
寺
院
は
、
移
転
し
た
先

も
過
疎
と
な
り
、
今
は
縫
製
会
社
の
倉
庫
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
に
比
べ
、
県
内
の
平
田
市
に
移
転
し
た
寺

院
と
埼
玉
県
に
移
転
し
た
寺
院
は
、
い
づ
れ
も
再

興
さ
れ
、
現
在
教
化
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
移

転
先
も
よ
く
考
え
て
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
本
堂
が
な
く
な
っ

た
り
朽
ち
て
い
る
姿
は
あ
ま
り
に
も
無
惨
で
あ
る
。

石
見
銀
山
の
調
査
で
は
、
寺
院
の
移
転
と
い
う

こ
と
で
、
移
転
先
を
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
、
時
に

は
寺
院
も
人
の
動
き
の
変
化
に
応
じ
て
動
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

《
ま
と
め
)

寺
院
の
存
続
は
、
地
域
社
会
の
変
動
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
、
次
の
四
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①
檀
家
が
あ
っ
て
も
、
住
職
の
常
住
し
な
い
寺

院
は
廃
寺
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

②
今
ま
で
寺
院
を
さ
さ
え
て
き
た
檀
家
制
は
、

寺
院
の
存
続
に
お
い
て
必
ず
し
も
絶
対
的
で
は
な

い
、
そ
れ
は
過
疎
農
山
村
地
域
で
顕
著
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
。

③
今
日
の
寺
院
は
、
檀
家
制
云
々
以
前
に
、
社

会
の
変
動
や
人
の
動
き
に
、
は
っ
き
り
と
左
右
さ

れ
る
位
置
に
あ
る
こ
と
。

④
廃
寺
寸
前
ま
で
さ
な
が
ら
、
お
れ
達
の
寺
だ

と
い
っ
て
移
転
や
合
併
を
執
拗
に
拒
ん
で
い
る
と
、

結
局
廃
寺
同
然
に
至
り
、
ひ
い
て
は
寺
院
の
崩
壊

を
招
か
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
○

な
ど
が
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
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